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§1.経営戦略策定の趣旨 

 

1.策定の背景 
 

塩谷町水道事業は、昭和 44 年 3 月に玉生・大宮地区、昭和 46 年 8 月に船生地区

に町営簡易水道を整備し、給水を開始して以来、約 50 年が経過しようとしています。

その後、地域の水需要の要望や人口増に伴い、西古屋簡易水道（昭和 49 年３月）、山

口簡易水道（昭和 53 年 5 月）を整備し、昭和 54 年 9 月には塩谷町簡易水道を塩谷

町上水道事業として創設認可を受け、大久保肘内簡易水道（平成 4 年 3 月）を整備し

ました。平成 26 年 3 月には、経営の効率化を図り、安全かつ安定した給水を継続し

ていくために、塩谷町上水道、西古屋簡易水道、山口簡易水道及び大久保肘内簡易水

道を事業統合し、新たに塩谷町上水道の創設認可を受け水道事業おこなっています。 

近年の水道事業を取り巻く環境は、人口減少に伴う料金収入の減少や保有する施設

の老朽化などで厳しさが増しています。 

水道の基本法である水道法は、『清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もつて公衆

衛生の向上と生活環境の改善とに寄与する』ことを目的としており、そのため、将来

の経営方針を策定することが重要となっています。 

こうしたことから、総務省は平成 26 年 8 月に、公営企業である水道事業が将来に

わたってもサービスの提供を安定的に継続が可能となるよう、中長期的な経営の基本

計画としての『経営戦略』を策定するよう各事業体に求めているところです。 

本書は、塩谷町水道事業が、将来にわたり安定的に水の供給を図り、安全安心の町

づくりに寄与するために『経営戦略』を策定するものです。 
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2.経営戦略の位置づけ 
 

町の上位計画である『塩谷町まち・ひと・しごと創生総合戦略』（計画期間：平成

27 年度～平成 31 年度）の中で水道事業にかかわるものとして「水需要の低下して

いる中で、水道インフラが老朽化しており、更新費用がかかる」ことがとりあげられ

ています。 

水道事業は、安定的な経営をおこなうことで、水道法の目的の達成や本町の理想像

に近づけます。そのための経営方針を明確にするため「経営戦略」を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.計画期間 
 

本戦略の計画期間は平成 29 年度～

平成38年度までの10年間とします。 

なお、計画の実施にあたっては、

PDCA サイクルを活用し、事業計画、

事業の実行、事業の効率や有効性を評

価分析するとともに、水需要の変化や

水道事業を取り巻く社会情勢も考慮し、

その状況に応じた計画の見直し（改善）

をおこなっていきます。 

 

 

Ｐｌａｎ 
（計画） 

Ａｃｔｉｏｎ
（改善） 

Ｃｈｅｃｋ 
（評価） 

Ｄｏ 
（実行） 

水道法：法の目的 

『清浄にして豊富低廉な水の供給

を図り、もつて公衆衛生の向上と

生活環境の改善に寄与する』 

総務省：経営戦略の策定目的

『将来にわたって安定的に事

業を継続していくための中長

期的な経営の基本計画』 

塩谷町：上位計画の理想像 

『豊かな自然に育まれ 人と

人とがつながり安全安心に暮

らせる塩谷町』 

塩谷町水道事業  経営方針・・・「将来にわたり水道事業を継続する」 

○町の弱み（水道関連）の改善

・水需要の低下 

・水道インフラの老朽化 

・更新費用の増大 

○策定のポイント 

・的確な現状把握 

・経営基盤の強化 

・財政ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの向上 

【ＰＤＣＡサイクル】
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§2.現状の分析と課題 

 

平成 27 年度の水道事業の実績及び主要施設の位置を下記に示します。 

 

 
行政区域内

人口 

計画給水 

区域内人口
給水人口 

一日最大 

配水量 

一日平均 

配水量 

一日平均 
給水量 

（有収水量）

平成 27 年度

実績 
11,961 人 11,600 人 10,034 人 6,123 m3/日 3,969 m3/日 2,659m3/日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩谷町の主な水道施設位置図塩 谷 町

尚仁沢取水堰

熊ノ草水源（予備） 

鳥羽新田浄水場

上寺島水源（予備）

熊ノ木水源

熊ノ木配水池 

西古屋配水池 
西古屋水源 

山口配水池 
山口水源

船生第4水源 
船生第3水源 

船生第1水源

船生第2水源 

船生配水池

船生浄水場

飯岡配水池

玉生第4水源

玉生第3水源

玉生第2水源 

玉生第1水源

塩谷町役場

大久保水源

大久保浄水場

鳥羽新田減圧井
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1.給水人口と水需要の実績 

 

給水人口と水需要の実績を下記に示します。 

 

塩谷町の給水人口は、平成 18 年度には約 12,000 人であったものが平成 27 年度

には約 10,000 人と 10 年間で約 2,000 人の減少（減少率 17％）となっています。 

また、年間有収水量は、平成 18 年度には約 1,210 千 m3であったものが平成 27

年度には約 973 千 m3と 10 年間で約 239 千 m3の減少（減少率 20％）となって

います。これは、給水人口の減少に伴っていることや住民の節水意識の向上、節水型

機器の普及が要因と思われます。 
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2.水道施設及び管路の状況 

 

（1）水道施設 

 

 ①取水施設 

名 称 種 別 
計画取水量 

（m3/日）

計画浄水量

（m3/日）
浄水方法 

完成年度

（稼働開始） 
経過年数 

尚仁沢水源 表流水 625 同左 膜ろ過 平成17 年 11 年 

熊ノ木水源 深井戸 518 〃 塩素のみ 平成 9 年 19 年 

船生第１水源 浅井戸 785 〃 〃 昭和47 年 44 年 

船生第２水源 浅井戸 295 〃 〃 昭和50 年 41 年 

船生第３水源 深井戸 1,370 〃 〃 昭和55 年 36 年 

船生第４水源 深井戸 1,440 〃 〃 平成 8 年 20 年 

玉生第１水源 浅井戸 980 〃 〃 昭和44 年 47 年 

玉生第２水源 浅井戸 1,470 〃 〃 昭和44 年 47 年 

玉生第３水源 深井戸 200 〃 〃 昭和53 年 38 年 

玉生第４水源 深井戸 2,000 〃 〃 平成 7 年 21 年 

大久保水源 深井戸 383 〃 〃 平成 6 年 22 年 

西古屋水源 浅井戸 206 〃 〃 昭和49 年 42 年 

山口水源 浅井戸 107 〃 〃 昭和53 年 38 年 

計 10,379 〃   

上寺島水源 浅井戸 (88) (予備) 昭和54 年 37 年 

熊ノ草水源 浅井戸 (24) (予備) 昭和51 年 40 年 

計 (112) (予備)   

本町には取水施設が 15 施設あります。稼働開始後の経過年数が 40 年を過ぎてい

る施設が全体の 40％（6 施設）にのぼり、30 年以上経過した施設は 27％（4 施設）

であり、合わせると 67％（10 施設）となります。取水施設は、老朽化が進んでいる

状態となっています。 
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 ②浄水池及び配水池施設 

名 称 
容 量 

（m3） 

完成年度

（稼働開始）
経過年数 備 考 

鳥羽新田浄水池 390 平成17 年 11 年  

鳥羽新田減圧井 190 平成17 年 11 年  

熊ノ木配水池 70 平成10 年 18 年  

船生浄水池 300 平成 9 年 19 年  

船生配水池 341 昭和47 年 44 年  

飯岡配水池 600 昭和61 年 30 年  

大久保配水池 272 平成 6 年 22 年  

西古屋配水池 62 昭和49 年 42 年  

山口配水池 72 昭和53 年 38 年  

計 2,297  

本町には浄水池及び配水池施設が 9 施設あります。稼働開始後の経過年数が 40 年

を過ぎている施設が全体の 22％（2 施設）にのぼり、30 年以上経過した施設は 22％

（2 施設）であり、合わせると 44％（4 施設）となります。浄水池及び配水池施設

でも老朽化が進んでいる状態となっています。 

 

（2）管路の状況 

 

① 管路の年度別布設延長 
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② 管種別延長                        （単位：ｍ） 

管 種 

区  分 

導水管 送水管 
配水管 

（場内等含）
計 割合(%) 

DCIP (ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管) 6,630 2,398 91,270 100,298 66.72

DCIP(NS) (ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管･耐震管) 383 383 0.25

DCIP(GX) (ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管･耐震管) 1,431 1,431 0.95

MCIP (ﾒｶﾆｶﾙ鋳鉄管) 249 249 0.17

CIP (鋳鉄管) 47 487 534 0.36

HIVP (水道用耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管) 189 1,913 2,102 1.40

VP (水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管) 456 456 0.30

HPPE (水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管) 974 974 0.65

PP (水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管) 1,550 10,635 12,185 8.11

SGP (鋼管) 4 21 25 0.02

SUS (ｽﾃﾝﾚｽ鋼管) 101 372 473 0.31

PPLP (保温加工付ｽﾃﾝﾚｽ鋼管) 286 286 0.19

ACP (石綿ｾﾒﾝﾄ管) 331 30,587 30,918 20.57

計 7,551 4,435 138,328 150,314 100.00

平成 27 年度末時点での塩谷町内の管路延長は約 150 ㎞となっています。布設後

40 年を過ぎている管路が全体の約 17％（約 26 ㎞）にのぼり、30 年以上経過した

管路は約 12％（約 18 ㎞）であり、合わせると約 29％（約 44 ㎞）となります。管

路も施設同様に老朽化が進んでいる状態となっています。 

また、管種別では、布設替えをすることが望ましいとされている ACP(石綿セメン

ト管)の割合が約 21％（約 31 ㎞）を占めています。耐震管である DCIP(NS)、

DCIP(GX)及び HPPE の割合は 3 種合わせても約 2％弱（約 3 ㎞）であり、耐震化

も進んでいるとは言えない状況です。なお、平成 27 年度の管路の更新延長は約 0.6

㎞となっています。 
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3.経営状況 

 

（1）収益的収支 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度には、約 1,500 万円の純利益が得られていましたが、それ以降は大

きく減少し、平成 27 年度には約 300 万円の純利益となっています。 

しかし、収益的収入の中には一般会計からの基準外繰入金が純利益以上の額で入っ

ており、近年はその額も増加傾向となっています。 

平成 27 年度の内訳では、収入においては給水収益の割合が少なく、基準外繰入金

の割合が多くなっており、支出では減価償却費の割合が多くなっています。 

現在は、水道事業の主たる収入源である給水収益（料金収入）だけで支出を賄えて

いない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）資本的収支 

314,222
306,903

317,286

337,547 333,652

298,448 300,977
312,222

332,541 330,423

15,774 5,926 5,064 5,006 3,229

53,562

85,050

46,041 47,293
57,688

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

（千円）
収益的収入 収益的支出 損益（純利益） 基準外繰入金

給水収益

191,955

57.5%

その他営

業収益

5,280

1.6%

長期前受

金戻入

39,357

11.8%

その他営

業外収益

39,372

11.8%

基準外

繰入金

57,688

17.3%

平成27年度収益的収入内訳 （千円）

人件費

32,321

9.8%
維持

管理費

58,384

17.7%
引当金

2,545

0.8%

支払利息

49,199

14.9%

減価

償却費

182,487

55.2%

受水費

0

0.0%
その他費

5,487

1.6%

平成27年度収益的支出内訳 （千円）

総額 333,652 千円 総額 330,423 千円
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資本的収入は、建設改良費に充てる企業債などの限られた財源のため、支出を下回

る収入となり、その不足分を補てん財源と一般会計からの基準外繰入金で補てんして

います。 

補てん財源は、一般家庭における貯金と同様であることから、この額が減少しない

ような事業運営が必要と言えます。 

平成 27 年度の内訳では、支出に関して企業債償還金の割合が多くなっています。 
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企業債

33,000

26.5%

他会計出

資補助金

18,732

15.0%

基準外

繰入金

50,589

40.5%

国庫

（県）補

助金

13,471

10.8%

工事

負担金

8,968

7.2%

平成27年度資本的収入内訳 （千円）

事業費

124,967

42.5%
企業債

償還金

169,039

57.4%

その他

378

0.1%

平成27年度資本的支出内訳 （千円）

総額 124,760 千円 総額 294,384 千円
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（3）補てん財源残高と企業債残高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業債残高は、減少傾向となっています。 

補てん財源残高は、ほぼ横ばい状態でありますが、収益的収入と資本的収入の一般

会計からの基準外繰入金が組み込まれている状況を解決するには、内部留保資金等を

使用することになり補てん財源残高も減少することになります。 
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（4）組織体制 

本町では下記のような組織体制の中で、水道事業の業務を 4 人体制でおこなって

います。なお、電気保安設備の点検業務、水質検査業務、メーター検針業務、水道

施設の定期点検業務の一部（夜間、休日の異常時の対応を含む）については外部委

託でおこなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.現状の分析 
 

現状の分析については、町で公表している経営比較分析表（平成２7 年度決算）を

用いるほか、過去 5 年間の実績や総務省の水道事業経営指標（平成 23～26 年度）

の全国平均や類似団体等との比較により分析をおこないます。 

なお、類似団体の類型区分は「d7」となり、その区分は下記のとおりです。 

※「ｄ7」の区分 

・人口規模・・・1 万人以上 1.5 万人未満 

・水源区別・・・その他 

・有収水量密度別区分・・・全国平均未満のもの 

  

損益勘定職員 

水道事業管理者

（塩谷町長）

建設水道課長

主幹

建設担当 地籍調査担当
水道事業担当

2名体制

【主な業務】

施設の維持管理

施設・配管等の設計

工事の管理等

水道営業担当

2名体制

【主な業務】

水道事業の会計事務

資産管理

料金の賦課徴収等

外部委託業務

電気保安設備の点検 

水質検査 

水道メーター検針等 
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（1）事業規模・施設の効率性 

 

① 水道普及率（％）     ② 施設利用率（％）     ③ 最大稼働率（％） 

 

 

 

 

 

 

※過去実績及び総務省資料より作成            ※経営比較分析表から出典                 ※過去実績及び総務省資料より作成 

④ 有収率（％）       ⑤ 管路経年化率（％）    ⑥ 管路更新率（％） 

 

 

 

 

 

 

※経営比較分析表から出典                ※経営比較分析表から出典                ※経営比較分析表から出典 

指 標 名 

（単位） 
計 算 式 内 容・特 徴 分 析 結 果 

① 

水道普及率 

（％） 

給水人口

行政区域内人口
ൈ 100 

現状における給水人口と行政区域内人口の割合。 

給水人口には公営企業の給水人口に専用水道（自己水源

のもの）を加算した数値による。 

全国平均よりは低いものの、

類似団体よりは高い。この値

を上げて行くことで給水収

益の増加につながる。 

② 

施設利用率 

（％） 

1 日平均配水量

配水能力
ൈ 100 施設の利用状況を総合的に判断する指標。 

一般的には、施設利用率や最大稼動率が高いほど、施設

の効率性が高いといえる。 

施設利用率が低く、かつ最大稼動率も低い場合は、遊休

施設が存在していることになる。 

施設利用率は全国平均や類

似団体に比べ低い値となっ

ている。また、最大稼働率も

低い値である。これは施設が

有効に活用されていないと

言える。 

③ 

最大稼働率 

（％） 

1 日最大配水量

配水能力
ൈ 100 

④ 

有収率 

（％） 

年間総有収水量

年間総配水量
ൈ 100 

施設の稼動状況が、どの程度収益につながっているかを

示す指標。 

この率が低い要因としては、漏水が多いこと、メータの

不感、公共用水、消防用水などが考えられる。 

全国平均や類似団体に比べ

低い値となっている。これは

漏水が多いことが主な要因

と考えられる。 

⑤ 

管路経年化率 

（％） 

法定対応年数を

経過した管路延長

管路延長
ൈ 100 

法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標。 

一般的に、数値が高い場合は、法定耐用年数を経過した

管路を多く保有しており、管路の更新等の必要性を推測

することができる。 

全国平均や類似団体に比べ

高い値となっている。法定耐

用年数を超えた管路が多く

更新が必要な状況と言える。

⑥ 

管路更新率 

（％） 

当該年度に

更新した管路延長

管路延長
ൈ 100 

当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標。 

この数値が１％の場合、すべての管路を更新するのに 

100 年周期の更新ペースであると考えることが出来る。

40 年周期とした場合、年平均2.5％の更新が必要。 

平成 27 年度は管路更新率が

改善されている。更新率の更

なる向上を目指していく必

要があると言える。 
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（2）収益性（収支の状況）・資産の状態 

 

① 経常収支比率（％）    ② 営業収支比率（％）     ③ 企業債残高対給水収益比率（％） 

 

 

 

 

 

 

※経営比較分析表からの出典               ※過去実績及び総務省資料より作成             ※経営比較分析表からの出典 

④ 累積欠損金比率（％）   ⑤ 企業債償還元金対減価償却費比率（％）  ⑥ 有形固定資産減価償却費率（％） 

 

 

 

 

 

 

※経営比較分析表からの出典               ※過去実績及び総務省資料より作成             ※経営比較分析表からの出典 

指 標 名 

（単位） 
計 算 式 内 容・特 徴 分 析 結 果 

① 

経常収支比率 

（％） 

営業収益 ൅ 営業外収益

営業費用 ൅ 営業外費用
ൈ 100 

経常収支比率は、特別損益を除いた経常的な収支の関係

を見る指標。 

この比率 100％を超える場合は単年度黒字を示し、

100％未満は単年度赤字を示す。 

近年は 100%に近い値とな

っており黒字幅が少なくなっ

ている。 

② 

営業収支比率 

（％） 

営業収益 െ 受託工事収益

営業費用 െ 受託工事費用
ൈ 100 

通常の営業活動に要する費用を、営業収益でどの程度賄

っているかを示す指標。 

この比率が高いほど営業利益率が高く、100％未満の場

合は健全経営とは言えない。 

比率は 100%以下であるた

め健全経営が損なわれてい

る。また、徐々に数値も下が

り続けている。 

③ 

企業債残高対

給水収益比率

（％） 

企業債残高

給水収益
ൈ 100 

給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高

の規模を示す指標。 

企業債利息等の負担が経営を圧迫しないように企業債

残高の水準を管理していくことが重要。 

全国平均や類似団体に比べ高

い値となっている。給水収益

に対して企業債残高の規模が

大きく健全とは言えない。 

④ 

累積欠損金

比率（％） 

累積欠損金

営業収益 െ 受託工事収益
ൈ 100 

営業収益に対する累積欠損金（剰余金）の割合の指標。 

事業者の経営状況を累積欠損金（剰余金）の有無により

把握しようとするもので累積欠損金比率が大きければ経

営状況が健全とは言えない。 

今までは純損失（赤字）がな

いため累積欠損金が生じてい

ないが、実際には不足分を基

準外繰入金で対応している。

⑤ 

企業債償還元

金対減価償却

費比率（％） 

建設改良のための

企業債償還元金

当該年度減価償却費

െ長期前受金戻入

ൈ 100 

投資の健全性を示す指標。 

この比率が 100%を超えると減価償却費からの建設改

良費の補てん財源が不足し、再投資の際に企業債等外部

の資金に頼ることになり投資の健全性は更に悪化。 

比率が 100%を超えている

ため再投資には企業債等外部

の資金が必要な状態と言え

る。 

⑥ 

有形固定資産

減価償却費率

（％） 

有形固定資産

減価償却累計額

有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価

ൈ 100 

減価償却の進み具合や資産の経過年数を見る指標。 

施設更新の必要性や、今後の修繕費の増減傾向を推測で

きるため、投資計画の策定時などにおいては施設管理の

効果的な運用に資することが出来る。 

全国平均や類似団体に比べ低

い値であるが、比率が高くな

っていることから施設の老朽

化が進んでいると言える。 
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（3）財務・料金 

 

① 流動比率（％）     ② 自己資本構成比率（％）  ③ 1 ｹ月 10m3当たり家庭用料金（円） 

 

 

 

 

 

 

※経営比較分析表からの出典               ※過去実績及び総務省資料より作成             ※過去実績及び総務省資料より作成 

④ 給水原価（円）      ⑤ 供給単価（円）      ⑥ 料金回収率（％） 

 

 

 

 

 

 

※経営比較分析表からの出典               ※過去実績及び総務省資料より作成             ※経営比較分析表からの出典 

指 標 名 

（単位） 
計 算 式 内 容・特 徴 分 析 結 果 

① 

流動比率 

（％） 

流動資産

流動負債
ൈ 100 

短期債務に対する支払い能力を示す指標。 

この比率が 100%を下回っていれば不良債務が発生し

ていることを示す。趨勢的にこの指標が良くなっていれ

ば経営状況は好転、悪くなっていれば経営状況は悪化。 

平成 25 年度以前は計算方法

が異なる。全国平均や類似団

体に比べ低く、経営状況は良

いとは言えない。 

② 

自己資本構

成比率（％） 

資本金 ൅ 剰余金

൅評価差額等 ൅ 繰延収益

負債資本合計
ൈ 100 

自己資本の造成度により、資本構成の安定度を見る指標。

水道事業は施設建設費の財源の多くを企業債により賄う

ためこの比率は低くなる。資本コストの低減化や財政基

盤の強化のためこの比率を高めていくことが重要。 

全国平均や類似団体に比べ低

いため、財政基盤は弱いと考

えられる。 

③ 

1 ｹ月 10m3

当たり家庭用

料金（円・銭） 

1 ｹ月 10m3当たり 

家庭用料金 

標準的な家庭における水使用量に対する料金を表すもの

で、消費者の経済的負担を示す指標。 

全国平均や類似団体に比べ高

い。栃木県内でも高い料金と

なっており利用者の経済的負

担は大きいと言える。 

④ 

給水原価

（円） 

経常費用െ 受託工事費等

െ長期前受金戻入

有収水量
 

１㎥の水を製造するのにかかる費用を示す指標。 

全国平均や類似団体に比べ高

い。水道水を作るのに費用が

かかっていると言える。 

⑤ 

供給単価

（円） 

給水収益

有収水量
 １㎥の水を供給したときの平均収入額を見る指標。 

全国平均や類似団体に比べ高

い。利用者の経済的負担は大

きいと言える。 

⑥ 

料金回収率

（％） 

供給単価

給水原価
ൈ 100 

供給単価と給水原価の関係を表し、事業の経営状況の健

全性を示す指標。 

料金回収率が 100％を下回っている場合、給水にかかる

費用が料金収入以外の収入で賄われていることを示す。 

全国平均や類似団体に比べ低

い値で 100%を下回ってい

る。料金収入以外で費用を賄

っており健全とは言えない。
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（4）生産性・繰入金 

 

① 職員 1 人当たりの給水人口（人）   ② 職員 1 人当たりの給水収益（千円）  ③ 収益的収支分基準内繰入金比率（％） 

 

 

 

 

 

 

※全指標とも過去実績及び総務省資料より作成                                   ※全国と類似の H23 年度以外は基準内外の合計 

④ 収益的収支分基準外繰入金比率（％）   ⑤ 資本的収支分基準内繰入金比率（％）   ⑥ 資本的収支分基準外繰入金比率（％） 

 

 

 

 

 

 

※全国と類似の H23 年度以外は基準内外の合計 

指 標 名 

（単位） 
計 算 式 内 容・特 徴 分 析 結 果 

① 

職員 1 人当たりの

給水人口（人） 

給水人口

損益勘定職員数
 

損益勘定職員 1 人当たりの生産性について、給水人口を

基準として把握するための指標。 

この数値が高いほど職員の生産性は高い。数値の改善方

策は、職員の削減や普及率向上等による給水人口の増加。 

全国平均や類似団体に比べ低

く、また、この２つは増加傾

向であるが、町は減少傾向と

なり生産性が下がっている。
② 

職員 1 人当たりの

給水収益（千円） 

給水収益

損益勘定職員数
 

損益勘定職員 1 人当たりの生産性について、給水収益を

基準として把握するための指標。 

この数値が高いほど職員の生産性は高い。数値の改善方

策は、職員の削減や料金改定等による給水収益の増収。 

③ 

収益的収支分基準

内繰入金比率（％） 

繰出基準内

損益勘定繰入金

収益的収入
ൈ 100 

収益的収入に対する基準内繰入金の依存度を表し、事業

の経営状況、健全性や効率性を示す指標。 

独立採算制の観点から、この値は低い方が望ましい。 

どの値も全国平均や類似団体

に比べかなり高い。これは、

水道の収入が繰入金に依存し

ている割合が高いと言える。

④ 

収益的収支分基準

外繰入金比率（％） 

繰出基準外

損益勘定繰入金

収益的収入
ൈ 100 

収益的収入に対する基準外繰入金の依存度を表し、事業

の経営状況、健全性や効率性を示す指標。 

独立採算制の観点から、基準外繰入金はないことが望ま

しい。 

⑤ 

資本的収支分基準

内繰入金比率（％） 

繰出基準内

損益勘定繰入金

資本的収入
ൈ 100 

資本的収入に対する基準内繰入金の依存度を表し、事業

の経営状況、健全性や効率性を示す指標。 

独立採算制の観点から、この値は低い方が望ましい。 

⑥ 

資本的収支分基準

外繰入金比率（％） 

繰出基準外

損益勘定繰入金

資本的収入
ൈ 100 

資本的収入に対する基準外繰入金の依存度を表し、事業

の経営状況、健全性や効率性を示す指標。 

独立採算制の観点から、基準外繰入金はないことが望ま

しい。 
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（5）分析のまとめ 
 

各経営指標による現状の分析をまとめ、その改善点と効果を下記に示します。 

 

 経 営 指 標 改 善 点 効  果 

（1） ①水道普及率 給水人口を増やす 給水収益の増加 

事
業
規
模
・
施
設
の

効
率
性 

②施設利用率 

③最大稼働率 

利用割合を増やす

施設の統廃合 経費の節減 

④有収率 漏水対策 

⑤管路経年化率 

⑥管路更新率 
老朽管路の更新 

災害に強い水道の 

構築 

（2） ①経常収支比率 

②営業収支比率 

③企業債残高対給水収益比率 

④累積欠損金比率 

営業収益を増やす 経営の健全性の向上
収
益
性
（
収
支
の
状

況
）・
資
産
の
状
態 

⑤企業債償還元金対減価償却費比率

⑥有形固定資産減価償却費率 
補てん財源の確保 投資の健全性の向上

（3） 

①流動比率 不良債務の減少 

経営基盤の強化 

②自己資本構成比率 自己資本の増加 

財
務
・
料
金 

③1 ｹ月 10m3当たり家庭用料金

④給水原価 

⑤供給単価 

⑥料金回収率 

収益性の向上 

（4） ①職員1人当たりの給水人口の向上

②職員1人当たりの給水収益の向上
給水人口を増やす 給水収益の増加 

生
産
性
・
繰
入
金 

③収益的収支分基準内繰入金比率

④収益的収支分基準外繰入金比率

⑤資本的収支分基準内繰入金比率

⑥資本的収支分基準外繰入金比率

繰入金の減少 
経営の健全性の向上

(独立採算制の確保)
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5.現状の課題 
 

経営指標のほとんどが全国平均や類似団体より数値等が悪い値となっていることか

ら、各経営指標とも値の向上や改善が必要となっています。特に、営業収支比率は

100％以下であり、更に下降傾向であることや料金回収率が 100％を大きく下回っ

ていることを考慮すると水道料金の収入不足が考えられます。この原因は、給水人口

の減少や施設の利用状況が要因と思われます。 

また、施設や管路の老朽化が進んでいるため、更新や耐震化もおこなっていく必要

がありますが、企業債償還元金に対し減価償却費の比率が 100％を超えていることか

ら施設や管路の更新には企業債などの外部資金に頼らざるを得ない状況です。 

さらに、繰入金の比率も高く、その中でも基準外繰入金の割合が多くなっています。

これは、水道料金の収入不足分を一般会計で補てんしていることが要因です。 

今後、人口減少による水需要の低下に伴う料金の減収が想定される中で、施設や管

路の更新や耐震化を進める必要があるため建設改良費の増大が予想されます。単年度

で発生する内部留保資金よりも支出する額が多く見込まれ、補てん財源を取り崩しな

がら経営するという厳しい見通しとなっています。 

現在、塩谷町の水道事業は大変厳しい状況に直面しており、これらの問題を解決し、

「将来にわたり水道事業を継続する」ために事業の経営基盤の強化を図っていく必要

があります。 

 

 

水道事業の時代の流れ（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水人口の減少により給水収益も減少し、水道事業を支えることが難しくなっています。 
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§3.経営方針 

 

1.給水人口と水需要の見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩谷町の給水人口及び有収水量は、今後も減少傾向が続くと思われます。但し、町

の予測である行政区域人口の減少率は 9％ですが、水道事業では普及率や有収率の向

上を目指しているため、減少率は給水人口で 6％、有収水量では 5％の減少率と想定

しています。 

 

2.基本方針 
 

塩谷町水道事業の経営は大変厳しい状況にありますが、水道は町民の生活や社会活

動、経済活動に必要不可欠なライフラインであることから、平常時には安定した給水

が必要であり、災害時などの非常時にも一定の給水をおこなっていく必要があります。 

経営方針である「将来にわたり水道事業を継続する」を実現するために 3 つの基本

方針を定めて事業の経営に取り組んでいきます。 
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§4.基本方針に伴う取り組み項目 

 

1.安全な水道水の安定供給 

 

（1）有収率の向上 

平成 27 年度の有収率は 67％であり、料金収入に結び付かない配水量が 1 日

当たり約 1,310m3になっており水源にも過剰取水の悪影響を与えます。有収率

を上げることにより、この無駄となっている取水量や配水量を削減することが可

能となり施設の運転費用の軽減にも繋がります。 

そこで、低い有収率の主たる原因である漏水を改善するため、継続的に漏水調

査を実施するとともに、老朽管路の布設替えをおこなっていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽管路の布設替え 
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（2）施設効率の向上 

現在の水道施設は、過去の人口増加が予想された時期に建設されているため、

人口減少の現在はオーバースペック（過剰施設）が生じている可能性があります。 

そのため、施設更新時には、施設のダウンサイジング（規模縮小）や投資の合

理性も踏まえた施設の統合を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）その他の取り組み 

安全な水道水を供給するため、水質検査の継続や水源地域の保全活動などをお

こなっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設のダウンサイジング 

施設の統合 

塩谷町が誇る全国名水百選の尚仁沢湧水（塩谷町 HP より）

水質検査（イメージ） 
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2.災害に強い水道 

 

（1）施設・管路の更新 

昭和 44 年の給水開始以来、約 50 年が経過し、創設当時に建設した施設や管

路には耐用年数を超えたものもあり老朽化が懸念されるため、施設や管路の更新

をおこなっていく必要があります。しかし、更新には多額の費用がかかるため、

収支のバランスにも配慮が必要です。水道事業の経営状況が厳しいことから、長

寿命化対策や耐用年数の延長なども考慮していく必要があります。 

 

（2）施設・管路の耐震化 

既存の水道施設の建設当時は、耐震化の概念が強くなかったため、ほとんどの

施設が耐震化構造ではないのが現状です。管路においても、耐震管路は全延長（約

150 ㎞）のうち約 2％弱（約 3 ㎞）と耐震化は進んでいません。 

また、東日本大震災では給水停止につながるような被害は生じなかったため、

施設及び管路ともに、喫緊の対応に迫られる状態ではありませんでした。 

しかし、これからの水道には、災害時のライフラインを守るために非常時にも

一定の給水をおこなう使命が生じます。そのため、老朽化した施設や管路の更新

時には耐震化も考慮した整備計画が必要となります。 

整備計画は、町の災害対策計画等も考慮し計画を策定していきます。 

 

（3）その他の取り組み 

災害時等の対策として、施設等のハード面の整備に加え、施設や管路の図面台

帳の整備や防災体制を確立していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常時にも一定の給水を 

おこなえる強靭な施設の構築 
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３.安定した事業運営 

 

（1）経営基盤の強化 

現在の経営状況は、非常に厳しいと言わざるを得ない状況です。その中でも下

記が課題であり、これらを解決していくことが経営基盤の強化につながります。 

 

① 料金収入が少ない（水道水を作る費用を給水収益で賄えていない） 

② 繰入金への依存度が高い（基準外繰入金による財源不足の補てん） 

③ 企業債の負担が大きい（企業債残高が多い・企業債償還金の割合が高い） 

 

① 料金収入への対応 

給水人口の減少に伴い、現在の料金体系では料金収入の減少が見込ま

れます。町の水道料金は、県内でも高い額となっていますが、料金を改

定することで収益性が向上し、経営が改善する方向となり、上記②や③

も解消方向に向かうと思われます。そこで、収益性を改善するための供

給単価（料金改定）について検討が必要となります。 

 

（ア）収益性を改善するための供給単価（料金改定）についての検討 

収益性の改善には、供給単価（料金改定）についての検討が不可欠な

状況となっています。消費税のみの改定を除くと平成 17 年度以降は料

金改定をおこなっていません。そこで、下記の 3 つのケースにより供

給単価の比較をおこない、どの程度の改定が必要か検討をおこないます。 

 

ケース 1 
供給単価を基準外繰入金が 0 円となるように引き上げ、基準

外繰入金を受けない。 

ケース 2 
供給単価を平成 27 年度実績の 1.2 倍とし、不足分は基準外

繰入金を受ける。 

ケース３ 
供給単価は平成 27 年度実績価格とし、改定はおこなわず、

不足分は基準外繰入金を受ける。 

検討に当たって（全ケース共通） 

①平成 38 年度までの 10 年間を検討する。 

②収益的収支の当年度純利益を確保する。 
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ア）料金収入と供給単価、給水原価 

ケース 1（基準外繰入金 0 円）  ケース 2（供給単価 1.2 倍）    ケース 3（供給単価据置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）基準外繰入金 

ケース 1（基準外繰入金 0 円）  ケース 2（供給単価 1.2 倍）    ケース 3（供給単価据置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）検討のまとめ 

ケース 3 の供給単価の改定をおこなわなかった場合の基準外繰入金は、10 年後の

平成 38 年度には約 1 億円が必要となります。また、ケース 1 では基準外繰入金は解

消しますが、改定率が 1.54 倍となり現実的ではありません。従って、基準外繰入金

は残りますが、収益性の改善を図るため、供給単価を 1.2 倍程度改定することが現時

点では適切と考えられます。 
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基準外繰入金を 0 円にするた

めには 10 年間に 2 度の改定が

必要であり、改定率も大きい。 

供給単価（現在からの値上げ率） 

現在～H31：197.26 円（1.00） 

H32～35 ：273.50 円（1.39） 

H36～38 ：304.50 円（1.54） 

供給単価を 1.2 倍にすること

により、収益性の改善を図るこ

とが出来る。 

供給単価（現在からの値上げ率） 

現在～H31：197.26 円（1.00）

H32～38 ：236.71 円（1.20）

供給単価を据置くことは、料

金収入の減少を招くことであり

問題点を解決することは出来な

い。 

供給単価（現在からの値上げ率） 

現在～H38：197.26 円（1.00）

平成 31 年度までは基準外繰

入金が残るが、それ以降は解消

することが出来る。 
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い上に、その額も増加傾向とな

る。 
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② 繰入金への対応 

水道事業は公営企業であり、その原則は「常に企業の経済性を発揮す

るとともに、その本来の目的である公共の福祉を増進するように運営さ

れなければならない」とされています。 

塩谷町は、地形的に給水人口に対して施設や管路の固定資産が多くな

ることは致し方なく、料金収入で経営が成り立ちにくい状況であり、企

業としての経済性と公共の福祉の両立は困難と言えます。独立採算制の

観点から基準外繰入金を減少させる必要がありますが、水道利用者の負

担が過大にならないように一般会計からの繰入についても検討していき

ます。 

 

③ 企業債への対応 

施設や管路の更新、改良及び耐震化には多額の費用がかかります。そ

の主たる財源の一つが企業債です。しかし、企業債の返済は将来世代が

背負うこととなり、世代間格差が発生するという問題が生じます。 

今後の企業債の発行額は、当該年度の企業債償還額の 8 割程度とし、

企業債残高を減少させていくことが必要です。 

 

（2）投資の合理化 

「将来にわたり水道事業を継続する」ためには、現状の厳しい経営状況の中で

も施設や管路の更新や耐震化をおこなっていく必要があります。 

但し、財源には限りがあることから、長期的視野に立った計画的資産管理（ア

セットマネジメント）を実施し、施設のダウンサイジングや統合を考慮するとと

もに、管路についてもダウンサイジングや管路ルートの最適化を検討しながら、

最小限の費用で最大限の効果を生む計画を策定していきます。 

 

（3）その他の取り組み 

技術継承のための人材育成をおこなっていくほか、民間委託も視野にいれなが

ら施設管理や事務作業の効率化を図り、経費の抑制が出来るよう検討していきま

す。 

また、広域化については、県単位での広域連携の検討体制の設置が求められて

いることから、県や近隣市町と連携を図りながら検討していきます。 
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４.目標設定 
 

基本方針に伴う取り組み項目について、経営指標の目標（平成 38 年度）を設定し、

経営方針である『 将来にわたり水道事業を継続する 』をめざして事業運営を進めて

いきます。 

 

取り組み項目 
経営指標（%） 

主な取り組み内容 
指標名 

現在値
（平成 27 年度）

目標値
（平成 38 年度）

有収率の向上 有収率 67.0 70.0 漏水調査・老朽管の更新 

施設効率の向上 施設利用率 49.2 53.0 施設規模の把握・計画的資産管理

施設・管路の更新 
管路更新率 0.40 1.40 老朽管の更新 

施設・管路の耐震化 

経営基盤の強化 料金回収率 66.0 84.0 適切な料金収入の確保 

投資の合理化 企業債残高対給水収益比率 1,001 670 企業債の抑制・適切な料金収入の確保

 

５.投資・財政計画と年次別事業計画 
 

次頁以降に投資・財政についての収支計画の算出方法、収支計画及び年次別事業計

画を示します。なお、収支計画は「3.（1）.（ア）」において、現時点では適切と考

えられる「供給単価を 1.2 倍に改定」を行うことを想定した「ケース 2」の収支計画

です。 

また、年次別事業計画については、管路の更新が喫緊の課題であることから、事業

費の平準化を図り、15 年間で石綿管の布設替えを完了する計画です。 
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収支計画の算出方法 

項    目 算 出 方 法 

収
益
的
収
入 

営業収益（料金収入） 供給単価と年間有収水量の予測から算出 

営業収益（その他） 平成 28 年度予算額より段階的に減少させた額に設定 

他会計補助金 
第 3 条基準内繰入金（高料金対策、償還利子等補助金）＋ 
第 3 条基準外繰入金（他会計補助金）より 

長期前受金戻入 
現有資産＋年次別概算事業費の建設改良費（40 年償却）にお
ける補助金、負担金の減価償却費相当額 

その他 平成 28 年度決算見込み額より 

収
益
的
支
出 

職員給与費（基本給） 平成 29 年度予算見込み額より 

職員給与費（その他） 平成 29 年度予算見込み額より 

経費（動力費） 平成 29 年度予算見込み額より 

経費（修繕費） 平成 29 年度予算見込み額より 

経費（材料費） 平成 29 年度予算見込み額より 

経費（その他） 平成 29 年度予算見込み額より段階的に増加させた額に設定 

減価償却費 現有資産＋年次別概算事業費の建設改良費（40 年償却） 

支払利息 
現有企業債利息分＋年次別概算事業費の企業債利息分 
利息 1.4％【平成 19～28 年度実績の平均】 
30 年償還【5 年据置・25 年返済】（半年賦元利均等償還） 

その他 
平成 29 年度予算見込み額の消費税支出額より段階的に減少
させた額に設定 

流動資産 
補てん財源残高に未収金と貯蔵品、保管有価証券及び貸倒引
当金（平成 26・27 年度の平均額）を加算して算出 

流動負債 
次年度分の企業債償還元金に未払金と引当金及び預り有価証
券を加算して算出 

 建設改良費 次年度分の企業債償還元金の額 

 未払金 平成 26・27 年度の平均額 

資
本
的
収
入 

企業債 
年次別概算事業費の配水管布設、布設替事業をおこなうに当
たり、当年度企業債償還額の概ね 8 割程度の額 

他会計出資金 
第４条基準内繰入金（償還利子）＋ 
第４条基準外繰入金（他会計出資金）より 

他会計負担金 平成 29 年度予算見込み額より 

国（都道府県）補助金 
年次別概算事業費の国庫補助金より 

平成 32 年度まで：現状の補助金で事業費の 1/3 
平成 33 年度以降：未確定のため 0 円とした 

資
本
的 

支
出 

建設改良費 年次別概算事業費の工事費より 

企業債償還金 
現有企業債元金分＋年次別概算事業費の企業債元金分 
30 年償還【5 年据置・25 年返済】（半年賦元利均等償還） 

補てん財源 
主に当年度発生する減価償却費より長期前受金戻入額を減じ
利益余剰金を加算した額 
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2
9
,0

0
1

2
2
8
, 1

3
7

2
2
7
,7

9
4

2
2
6
,4

0
9

2
2
5
,2

7
2

2
2
4
,4

9
5

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%

(N
)

(O
)

(P
)

2
0
0
,8

3
7

1
9
7
,2

3
5

1
9
7
,3

3
7

1
9
6
,0

8
4

1
9
5
,0

7
6

1
9
4
,3

6
8

2
3
0
,0

5
1

2
2
9
,0

0
1

2
2
8
,1

3
7

2
2
7
,7

9
4

2
2
6
,4

0
9

2
2
5
,2

7
2

2
2
4
,4

9
5

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%

動
力

費

(A
)-

(B
)

収支計画　1/3

経
費

減
価

償
却

費

う
ち

建
設

改
良

費
分

支
出

計

累
積

欠
損

金
比

率
（

営
業

外
費

用

そ
の

他

(（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

そ
の

他
補

助
金

営
業

費
用

経
常

損
益

う
ち

一
時

借
入

金

収 益 的 支 出

職
員

給
与

費

そ
の

他

修
繕

費

平
成

3
2
年

度

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

材
料

費

(E
)+

(H
)

特
別

利
益 (F
)-

(G
)

(C
)-

(D
)

平
成

3
1
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
6
年

度

そ
の

他

平
成

3
8
年

度
平

成
3
5
年

度

受
託

工
事

収
益

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

）

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 支

う
ち

未
払

金

特
別

損
益

営
業

収
益

営
業

外
収

益

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率

平
成

3
7
年

度

退
職

給
付

費

支
払

利
息

平
成

2
8
年

度

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

流
動

資
産

×
1
0
0

流
動

負
債

補
助

金

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

他
会

計
補

助
金

特
別

損
失

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

収 益 的 収 入

そ
の

他

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

料
金

収
入

27

団
体

名
：

塩
谷

町
事

業
名

：
水

道
（
上

水
道

）

収
入

計

基
本

給

長
期

前
受

金
戻

入

平
成

2
9
年

度

そ
の

他



（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）

収
支

計
画

（
※

）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

）

１
．

7
,0

0
0

3
3
,0

0
0

5
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

1
0
6
,0

0
0

1
1
6
,0

0
0

1
1
6
,0

0
0

1
1
6
,0

0
0

1
1
6
,0

0
0

1
0
6
,0

0
0

1
0
6
,0

0
0

1
0
6
,0

0
0

２
．

2
3
,8

4
8

6
9
,3

2
1

6
1
,5

9
5

5
6
,1

5
2

3
7
,6

7
3

3
3
,5

2
5

3
3
,0

0
4

3
3
,0

0
4

3
3
,7

1
1

3
0
,8

3
5

2
8
,4

5
3

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

３
．

４
．

1
,9

8
9

8
,9

6
8

1
3
,4

6
2

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

５
．

６
．

5
,1

0
4

1
3
,4

7
1

1
4
,6

2
5

4
0
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

2
,0

0
0

７
．

８
．

９
．

(A
)

3
7
,9

4
1

1
2
4
,7

6
0

1
3
9
,6

8
2

1
8
9
,5

9
2

1
6
6
,1

1
3

1
8
2
,9

6
5

1
6
4
,4

4
4

1
6
2
,4

4
4

1
6
3
,1

5
1

1
6
0
,2

7
5

1
4
7
,8

9
3

1
4
4
,4

4
0

1
4
4
,4

4
0

(B
)

(C
)

3
7
,9

4
1

1
2
4
,7

6
0

1
3
9
,6

8
2

1
8
9
,5

9
2

1
6
6
,1

1
3

1
8
2
,9

6
5

1
6
4
,4

4
4

1
6
2
,4

4
4

1
6
3
,1

5
1

1
6
0
,2

7
5

1
4
7
,8

9
3

1
4
4
,4

4
0

1
4
4
,4

4
0

１
．

2
3
,4

0
6

1
3
4
,9

5
8

1
3
6
,3

1
9

1
7
2
,6

5
1

1
5
9
,3

4
9

1
8
1
,8

0
0

1
6
2
,0

0
0

1
5
6
,4

5
6

1
6
0
,2

0
0

1
6
0
,2

0
0

1
4
8
,6

8
2

1
4
7
,0

0
0

1
4
6
,4

0
0

２
．

1
6
5
,2

9
7

1
6
9
,0

3
9

1
6
2
,0

1
6

1
6
1
,9

5
0

1
5
9
,6

9
6

1
4
6
,0

7
5

1
4
6
,4

2
9

1
4
3
,6

7
4

1
4
4
,1

8
2

1
3
8
,9

5
7

1
2
8
,5

6
1

1
1
5
,0

6
6

1
1
7
,9

1
3

３
．

４
．

５
．

1
5
1

3
7
8

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(D
)

1
8
8
,8

5
4

3
0
4
,3

7
5

2
9
8
,3

3
6

3
3
4
,6

0
1

3
1
9
,0

4
5

3
2
7
,8

7
5

3
0
8
,4

2
9

3
0
0
,1

3
0

3
0
4
,3

8
2

2
9
9
,1

5
7

2
7
7
,2

4
3

2
6
2
,0

6
6

2
6
4
,3

1
3

(E
)

1
5
0
,9

1
3

1
7
9
,6

1
5

1
5
8
,6

5
4

1
4
5
,0

0
9

1
5
2
,9

3
2

1
4
4
,9

1
0

1
4
3
,9

8
5

1
3
7
,6

8
6

1
4
1
,2

3
1

1
3
8
,8

8
2

1
2
9
,3

5
0

1
1
7
,6

2
6

1
1
9
,8

7
3

１
．

1
0
4
,2

9
3

1
6
9
,3

8
2

1
4
9
,9

1
1

1
3
9
,5

2
2

1
4
7
,5

0
3

1
3
9
,4

0
6

1
3
8
,3

8
7

1
1
7
,1

0
0

1
3
4
,9

6
0

1
2
7
,1

3
3

1
1
8
,2

1
2

1
1
1
,8

5
8

1
1
5
,3

1
3

２
．

5
,1

0
0

5
,0

0
0

3
,2

0
0

3
,0

3
9

2
,9

8
1

3
,0

5
6

3
,1

5
0

1
8
,1

3
8

3
,8

2
3

9
,3

0
1

8
,6

9
0

3
,3

2
0

2
,1

1
2

３
．

４
．

4
1
,5

2
0

5
,2

3
3

5
,5

4
3

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

2
,4

4
8

(F
)

1
5
0
,9

1
3

1
7
9
,6

1
5

1
5
8
,6

5
4

1
4
5
,0

0
9

1
5
2
,9

3
2

1
4
4
,9

1
0

1
4
3
,9

8
5

1
3
7
,6

8
6

1
4
1
,2

3
1

1
3
8
,8

8
2

1
2
9
,3

5
0

1
1
7
,6

2
6

1
1
9
,8

7
3

1
9
4
,5

4
8

1
7
3
,3

9
0

1
6
4
,8

1
1

1
6
9
,8

5
7

1
6
3
,2

9
7

1
4
7
,4

8
6

1
5
2
,1

0
9

1
5
2
,1

6
0

1
5
3
,8

3
4

1
6
1
,1

8
1

1
7
7
,2

5
2

2
0
8
,0

7
6

2
4
0
,3

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(G
)

(H
)

2
,0

5
8
,2

8
8

1
,9

2
2
,2

4
9

1
,8

1
0
,2

3
3

1
,7

2
8
,2

8
3

1
,6

4
8
,5

8
7

1
,6

0
8
,5

1
2

1
,5

7
8
,0

8
3

1
,5

5
0
,4

0
9

1
,5

2
2
,2

2
7

1
,4

9
9
,2

7
0

1
,4

7
6
,7

0
9

1
,4

6
7
,6

4
3

1
,4

5
5
,7

3
0

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

）

9
5
,8

4
1

9
8
,5

7
6

8
8
,7

7
0

8
7
,4

9
2

8
2
,6

5
6

6
3
,4

6
8

4
4
,8

2
6

3
3
,5

1
9

3
6
,3

0
0

3
7
,7

4
8

3
5
,4

9
5

3
7
,3

0
5

4
0
,8

8
7

4
8
,5

4
8

4
0
,8

8
8

5
6
,7

7
0

5
7
,4

9
2

5
3
,1

5
6

4
9
,9

6
8

4
3
,4

3
2

2
3
,5

1
9

2
6
,3

0
0

2
7
,7

4
8

2
5
,4

9
5

2
7
,3

0
5

3
0
,8

8
7

4
7
,2

9
3

5
7
,6

8
8

3
2
,0

0
0

3
0
,0

0
0

2
9
,5

0
0

1
3
,5

0
0

1
,3

9
4

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

2
5
,8

3
7

7
8
,2

8
9

7
5
,0

5
7

6
9
,5

9
2

5
1
,1

1
3

4
6
,9

6
5

4
6
,4

4
4

4
6
,4

4
4

4
7
,1

5
1

4
4
,2

7
5

4
1
,8

9
3

3
8
,4

4
0

3
8
,4

4
0

2
0
,7

0
4

2
7
,7

0
0

3
0
,9

6
5

2
9
,0

1
6

2
6
,1

1
3

2
1
,9

6
5

2
1
,4

4
4

2
1
,4

4
4

2
2
,1

5
1

1
9
,2

7
5

1
6
,8

9
3

1
3
,4

4
0

1
3
,4

4
0

5
,1

3
3

5
0
,5

8
9

4
4
,0

9
2

4
0
,5

7
6

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

1
2
1
,6

7
8

1
7
6
,8

6
5

1
6
3
,8

2
7

1
5
7
,0

8
4

1
3
3
,7

6
9

1
1
0
,4

3
3

9
1
,2

7
0

7
9
,9

6
3

8
3
,4

5
1

8
2
,0

2
3

7
7
,3

8
8

7
5
,7

4
5

7
9
,3

2
7

（
※

）
平

成
2
8
年

度
地

方
債

同
意

等
基

準
運

用
要

綱
第

一
の

一
の

４
に

該
当

す
る

事
業

が
作

成
す

る
「
収

支
計

画
」
に

つ
い

て
、

「
公

営
企

業
の

経
営

に
当

た
っ

て
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

」
（
平

成
2
6
年

８
月

2
9
日

付
け

総
財

公
第

1
0
7
号

・
総

財
営

第
7
3
号

・

　
総

財
準

第
8
3
号

）
に

定
め

る
「
経

営
戦

略
」
を

未
策

定
の

団
体

に
あ

っ
て

は
、

本
様

式
に

よ
り

提
出

す
る

こ
と

。

平
成

3
2
年

度

平
成

3
2
年

度
平

成
2
8
年

度

収支計画　2/3

平
成

3
8
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
2
9
年

度

合
計

平
成

3
0
年

度

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

基
準

外
繰

入
金

収
益

的
収

支
分

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

計

補
塡

財
源

不
足

額

繰
越

工
事

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

損
益

勘
定

留
保

資
金

そ
の

他

補
塡

財
源

残
高

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 塡 財 源

資 本 的 収 支

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

企
業

債
償

還
金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

計

工
事

負
担

金

そ
の

他

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

建
設

改
良

費

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

平
成

3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度

純
計

平
成

3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

計

固
定

資
産

売
却

代
金

平
成

3
8
年

度

団
体

名
：

塩
谷

町
事

業
名

：
水

道
（
上

水
道

）

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債

他
会

計
出

資
金
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